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オオサンショウウオ属（Andrias 属）のうちオオサンショウウオ  

（Andrias japonicus）を除く種※及びこれら種とオオサンショウウ

オ(A.japonicus)の交雑個体に関する情報 

※「オオサンショウウオ属のうちオオサンショウウオを除く種」は、過去には A

ndrias davidianus（チュウゴクオオサンショウウオ）1 種として取り扱われて

いたが、近年の研究により、現在は、A. davidianus（チュウゴクオオサンショ

ウウオ）、A. sligoi、A. jiangxiensis、A. cheni の 4 種に分割されており、更

に、最新の分類による A. davidianus（チュウゴクオオサンショウウオ）の中に

は未記載種が含まれる可能性が指摘されている。今般の特定外来生物の選定作

業の対象種としては、これら 4 種及び未記載種も含むものとする。なお、中国

から国内に持ち込まれ、野外で見つかっているもののほとんどは、最新の分類

による A. davidianus（チュウゴクオオサンショウウオ）である。 

 
（以下の情報は、以前の分類による A. davidianus（チュウゴクオオサンショウウオ）に係

るもの、最新の分類による A. davidianus（チュウゴクオオサンショウウオ）に係るものの

両者を区別せずに掲載している。） 

 
○分類     有尾目オオサンショウウオ科 

 

○評価   特定外来生物への指定 

 

○生態系被害防止外来種リスト   重点対策外来種（A. davidianus（チュウゴ

クオオサンショウウオ）） 

 

○原産地 中国 

 

○定着実績  チュウゴクオオサンショウウオは、日本へは少なくとも 1972

年に食用として大量に輸入された事例が存在する（自然環境研

究センター（編著）, 2019）。現在は京都府、奈良県、三重

県、滋賀県及び広島県などに定着している。また、チュウゴク

オオサンショウウオと特別天然記念物オオサンショウウオとの

交雑個体（以下、「交雑個体」とする。）が岐阜県、愛知県、滋

賀県、京都府、三重県、奈良県、大阪府、岡山県及び広島県で

確認されている。 
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○評価の理由 

 チュウゴクオオサンショウウオは全国の複数箇所に定着しており、日本固有

種かつ特別天然記念物であるオオサンショウウオとの間に交雑が生じることに

より、オオサンショウウオの保全に影響を及ぼす。チュウゴクオオサンショウ

ウオは、寿命が長く、一度定着し交雑が起きると排除が難しい。また、その子孫

も繁殖能力を有するため、その遺伝的かく乱の影響は大きく、長期的に継続す

る。チュウゴクオオサンショウウオ及び交雑個体は、オオサンショウウオより

活発かつ攻撃的であり、繁殖場所を独占し、オオサンショウウオを駆逐してい

るとされている。近年の研究によりチュウゴクオオサンショウウオはいくつか

の種に分割されたこと、及び、オオサンショウウオ属の系統関係を鑑み、オオサ

ンショウウオとの交雑による遺伝的かく乱の防止に向けては、オオサンショウ

ウオ属のうちオオサンショウウオを除く種及びそれら種とオオサンショウウオ

の交雑個体に関して特定外来生物に選定するのが妥当である。 

 

○被害の事例 

【生態系に係る被害】 

 チュウゴクオオサンショウウオは、オオサンショウウオと資源（繁殖

場所）が重複し、競合が生じている（Hara et al., 2013）。 

 岐阜県木曽川水系、滋賀県安曇川水系、京都府淀川水系（鴨川水系を

含む）、奈良県・三重県阿清水川、大阪府淀川水系、岡山県旭川水系・

吉井川水系、広島県八幡川水系ではチュウゴクオオサンショウウオも

しくは交雑個体の侵入に伴い、オオサンショウウオとの間で交雑が生

じ、オオサンショウウオの生息密度が低下していることが報告されて

いる（松井, 2012、愛知県瀬戸市ウェブサイト、京都府京都市ウェブ

サイト、岐阜県下呂市発表資料、三重県名張市, 2023、文化庁・滋賀

県・三重県・大阪府・広島県・岡山県からの未公開資料）。 

 

【農林水産業に係る被害】 

 特になし。 

 

【その他の社会的被害】 

 特になし。 

 

○被害をもたらしている要因 

（１）生物学的要因 

 チュウゴクオオサンショウウオは、オオサンショウウオと資源（繁殖
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場所）が重複し競合が生じている（西川, 2010、自然環境研究センタ

ー(編著), 2019）。 

 交雑個体は、親個体（チュウゴクオオサンショウウオまたはオオサン

ショウウオ）との戻し交雑も生じるため、遺伝的かく乱が継続して生

じる（西川, 2010、自然環境研究センター(編著), 2019）。 

 チュウゴクオオサンショウウオは、飼育下では少なくとも 60 年間生

存した例もある（Browne et al., 2014）ことから長寿命であると予

測され、一度定着すると長期間にわたり被害が生じることが懸念され

る。 

 

（２）社会的要因 

 チュウゴクオオサンショウウオは、1972 年に岡山県内の貿易業者に

よって中国より約 800 匹（1,300 匹とする記事もあり）が輸入された

とする報道記事が存在する。翌年の 9月までに 300 匹が死亡した。少

数（20 匹ほど）ではあるが観賞用として販売もされた（朝日新聞, 1

972a, b, 1973）。 

 

○特徴並びに近縁種、類似種などについて 

 チュウゴクオオサンショウウオ及び交雑個体は、体色、頭部のイボ状

結節（以下、イボとする。）の形状や頭胴長に対する頭幅・尾長の割

合などを相対的に比較することで、オオサンショウウオと区別可能で

ある（Hara et al., 2023）。具体的には、下記のとおりである。 

 オオサンショウウオは、褐色・黄色の地色に黒色の斑紋をもち、頭部

背面のイボが明瞭である。一方、チュウゴクオオサンショウウオは灰

色～黒色の地色に淡色の斑紋をもち、頭部背面のイボは少なく対にな

るものが多い。 

 交雑個体は、褐色の地色に黒い斑点と下地より淡色の斑紋が見られる。

頭部背面のイボはチュウゴクオオサンショウウオに類似して少なく、

対になるものが多い。 

 チュウゴクオオサンショウウオや交雑個体は、オオサンショウウオよ

りも頭幅・尾長が相対的に大きく、下顎に沿って並ぶイボの数が多い。 

 喉のイボはオオサンショウウオではほとんどで見られないが、交雑個

体とチュウゴクオオサンショウウオでは半分以上の個体で確認され

る。 

 頭部背面のイボについて、対になるイボの割合（イボの総数に対して）

が、チュウゴクオオサンショウウオおよび交雑種ではオオサンショウ
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ウオよりも多い。 

 チュウゴクオオサンショウウオや交雑個体では、オオサンショウウオ

より鋤骨歯列（口蓋にある歯の列）の幅が相対的に大きい。 

 チュウゴクオオサンショウウオはオオサンショウウオよりも攻撃性

が高く、繁殖期の雄同士の闘争、繁殖場所の競合によりオオサンショ

ウウオを駆逐する（自然環境研究センター(編著), 2019）。 

 オオサンショウウオ属のうちオオサンショウウオを除く種として、過

去には、チュウゴクオオサンショウウオ（Andrias davidianus）1 種

として取り扱われていたが、近年の研究によって A. davidianus、A.

 sligoi、A. jiangxiensis、A. cheni の 4 種に分割された（Amphibi

an Species of the World 6.2, Amphibian Website, Gong et al 20

23）。 

 新たに分離された 3種は、チュウゴクオオサンショウウオとよく似る

が、A. sligoi は鼻孔や眼の周囲のイボの密度、体サイズなどから（B

oulenger, 1924, Turvey et al., 2019）、A. jiangxiensis は頭部や

下顎のイボが少ないことや前肢の指の長さなどから（Chai et al., 

2022）、また A. cheni は前肢の指の長さ、鼻孔や眼の周囲のイボの密

度などから（Gong et al., 2023）、それぞれ区別できる。 

 これらの 3種（A. sligoi、 A. jiangxiensis、 A. cheni）とも、オ

オサンショウウオとは頭部のイボが少ないことなどにより識別可能

である（Chai et al., 2022, Gong et al., 2023, Turvey et al., 

2019）。 

 チュウゴクオオサンショウウオは遺伝子解析の結果、更なる未記載種

を含んでおり、今後も複数の種に分けられる可能性がある（Yan et 

al., 2018, Nishikawa et al., 2024） 

 一方、オオサンショウウオは、チュウゴクオオサンショウウオと異な

り遺伝的な多様性は小さく、比較的均一である（Matsui et al., 20

08） 

 

○その他の関連情報 

 Andrias 属は、ワシントン条約附属書 I類に掲載されている（IUCN レ

ッドリスト、国立環境研究所ウェブサイト）。 

 チュウゴクオオサンショウウオは、国際希少野生動植物種に指定され

ている（環境省ウェブサイト）。 

 チュウゴクオオサンショウウオは、原産国である中国では食用や薬用

目的で乱獲され個体数が激減し、国家二級重点保護野生動物に指定さ
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れ保護されている（Cunningham et al., 2016、西川, 2010、Wang e

t al., 2004）。 

 チュウゴクオオサンショウウオは、原産国では食用として養殖されて

いる（Cunningham et al., 2016, 西川, 2010）。 

 2023 年度時点で、京都府京都市、三重県名張市、奈良県宇陀市、岡山

県鏡野町、愛知県瀬戸市が文化庁「天然記念物緊急調査事業」により

チュウゴクオオサンショウウオ及び交雑個体に関する調査及び捕獲

等を実施している（京都府ウェブサイト、文化庁非公開資料）。 
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